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酬岬岬ある産巨富朝鮮魔窟救毅郎 ああ誹転教職執筆響亨 藍覧議事義孝隠手段泊議転仰酬   

－■  

本か生まれたところ   

那粧雄藩者な闘乱 調摘が鉦がm戊磯瀾紺鉦如抹∴ り膵撒∵紗那紅酬用事か緋射  

線北部椚認職場一各々び川1号とLた「㍑q棚炎，筆ぬ盛ん腑〕教会」〟仰椚仰嘲Wはあるrp   

そこは磯やかな坂をw尋すみ、ダ馴餐をど繋が）るE藍嫁が躯まる（とゝ：：．ろか紅∵既に漁墟を彗 商牒に↓  

㌍猟相加トル粥は登り針畑虹パ酎狛打凋闘綱机〟鳥㍍溌㍑磯擁肯いる   

窺冬の孝一削にほ翠下を切ることも夢ぺ、東灘憐凍吉描斗油つ頂牒吊昔欄な藩璃藩瀾ほぺ鴻≠  

にごあが㌦ブてくる途中では肇毛才一豊三が変わるげ二）がわかる伊きぜ羞ぐJf㌔ヰがると畢甘電な汐○勺ぞ宅別院では衝かg 

いた〉上着を脱ぐことも衣川ま凋㌔－1れ∵雛翫狛晶紺開撒路用膏討㍑管いことがあ私   

また撃節によ〆〕－㌣息∴特に急場椚適用で㌔ 牽＝－センチ究きえ見えない凝－ビ択巨一輌瀾攫坤凄い  

〆Jてしま㌦∋て婆j某こげ澄困㌘はな転鳥ようなy〝W珊m…困機転笥霧に包まれて£㌦諾うぅこと頭Jある 

増減脚瀾ぼ緋軋 芸頼㍑服「鰍パ緋射 たしぞ 巨裾軋 凋㍑諸やキル机㌧ 肇洋㍉鉦㌣  

が祀られ弐㍉溌絹針数に食覚磯腰摘鋸㍍汗㌢寺院椚ヰ減銅材針狛掛物と、寺職膵硝糾い鰍にある、醇腰  

乳掛玖矧酢隊柳にも経び塙宅 ㌢≠憐憫」鉱外は鴨 埜ぞプ紅絹部隊か樹齢が㌫松帆∵購磯声 たい  

牛酪挽からは磯摘組㌔ 迂㌣㌃むかといゑほ瑠ほ㍑絹針鋸作動院である  

■，こ  －－－  
そ椚姿に撃闇＼薫㍑抹消狛翫須立教がら壁選ること牒欄紳町㍑′翫か爵な「基同体」僚機湖、照ほ  

断雛紺凍再認儲＝㌦ 童瀾、攣慨戌” ㌃ヒ 植樹隊い仇 草津瀬ぞれ煩樟適わて腑狛   

馴紛糾断割鰍ふ舶断層針針紆胤線上かかかえ淘 譜藍“酒憎た紅か鉦隕組酢”たいう凰味か  
←  

「準隙」か呼ぼれ計∵掛憫たちも同じょうに格以上かかえぞいた一   

針牲鋸離離雛鍼綱摘㍑㌔機機腰押葉な齢峰えに針机射闇机雄略臓撒濁硝烏ぞ射る軋紳  

灘は∴ 梅凋椚革代としでも機われてい㌃   

掛か紆プレ甘酢阻踪は州十紛菅な菅雛，㍑頂瀾愕磯漸働た岬ナ麻狛椚鋸棋招㌦薫雄摘減磯  
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管賎つも並■，伐られゝ 隙間無宅挙が慮ぎEIぎめ込まれてし鳩のがうかが或る（）  

・  ・ ・      ・   ・ ・          ・ ！          、  
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掛神奈川東学太学院歴史脚絆饗科学研究拳里肇人iご後期深紫柊  

叶州川 肌一”巾   



寺祁噂欄膵臓ほほ膵綱封、通称「小昏な図番館」である持そこは書斎東署間としても使われ、壁  

面るこは荒井まで届く本棚が並べニら藷タ′L。、軌ダりこには時事雑誌などが山椚ように稽まれている。   

年を耽〟・○て体が弱電なり、、範子逮のみで托鉢に出かけきせている現在、その部屋の軌に向か  

い背準を丸めて賽を言売む姿を彗食堂兼居間のテーブルに風量版大学ノ糎トを庄；げ、何日か分に渡  

ってためた州…教練ほ併託してむ篭る鵬肘新開雑誌び絹己事を切り貼りLつつ旬流れてきたテレビ  

番組にちら蔀プと冒を「糾するような姿を、しばLば鼠かけることができるく二）   

劇賢んな環境げ譲中で、そ椚先の驚からなる 柑分数」州Å盤の親筆洲山肌とも呼ぺそうな6冊  

の本3のうち、少な宅とも2冊が生まれている。）  

繰り返された“その人”の人生解釈   

これら）6冊は堂て日本語で書かれた‰のである£′。また、毒虫釈迦の数えを浸三をヂるモトくとな㌢jなさ  

汗”た㍍う濠礫が込められた笥韓園の禅寺にて出家したときの法名を著者名としてもゝる◆妄。）  

散馴∃ 律開村榔紺摘録 扶養且ぺか蓼隠   

そ朔Åは臓器隼彗乗義明一法教範太学で汐）勉強を終え箋 棒沖殿アパートを庵とした頓に、初めて  

そダラ風教を振蔓r〕濾・つて♭気る5。  

駆朝鮮半島〕ヒ都和姦蜂「ぬぬとu」の蕊で、覚は自分を稽す母と長男を残L、行李に医学者を詰  

めて最」籠碁〕㌫約3準複∴象9翌2年約凱二港町で自労パま生まれた6。父はソーラルで免許取得1ゝ故嶺汚で  

摸方医をニ。観光に～千客文を教わ惑不自由簸き目指㍍ユ9望S単に普通学校入学日父汐）砕鉱からか㌻‾ユユ  

歳管猶敵鱒寮か掛敷㍍惑㍑ル嗜は瀾汀磯路で藩ず＼欝率戊灘校億からは幼い結婚を嘲笑され  

嫁や覚馴儲む目指増野》そのノ弟もは当時を「洩藍捜猛」たして振り返って♭篭る。  

袖家出を覚え鼠4窺で 「叫鬼減車ゝ亨増㌦㍉勺Rh」。そこで中学且卑を終え「東京へ叫j7。J父がLぷしぶ認めた巨富  

本館き澗条件だった鉄道学校」丸字を破りも鞋送り途絶え、朝鮮語耽りで苦労Lつ》つも新関配達  

で工面。目革Åとの演♭ち初恋も「HぁちらのÅbか…」と二言われ、袈恋こノ就職Lたが飽き放らず転勤  

希望。。摘那須鰍紺鵜」。ト芳緑職会社もこ勤め「蒙古プも職部落．j を物見遊山。巨ヨ率軍将校に軍医敬を観  

め転甑帯び擬京鵜。＞ じかL東京寵空襲から朝鮮の故郷へ。）級郷では兵士習幾が始まっておをフ家  

族孤勧め菅蒋び滴珊瑚…そ都丸は当時を「凝済度盈息長」た藤牒返って侶る  

凋馴附則ま「某掛紆浸渡御所潮間儀蘭職磯潤一」な姿と共に再び南下。故郷に着くも両親の勧め  

でさちに南下富 永遠野）別れとなる。）「剤磯の鉄橋」を越え馬 £孟南グき  でハす㌢ミ売を∋をし㌦〇つ図書館  

学舵へn啓発線は率学高校約数師に。ある時は日本語航を考え為に赴任するも機会無く「体中  

か紅執が消えうせ」群衆提出n 当ても無電飛び出し賂⊥文「自殺未遂」。しかし ぎⅣ旦那様あ、  

十鏡め宅ヤーふで宅だ澄㌦も嘗」と「汁巌、も両足のな転匁ギザうj」に服を引っ張られ、、自分には「■手も  

崖もある州芽 と」気相凱 生気を取を〕戻Lた。その後「、朝鮮「動乱勃発」。「義湧翠に参加」L、両  

親職射北冊 と救うがイ数億一ぎ。父の死を知る蓑混乱の隼㌦ タ3j濃チャン拷）「難民の女」と班遽錘㌔  

自ら汐3意志で「結婚wj。未練で教師となり平凡に暮らした期…ぞんな日々を、そのノ」は「恩違墾盤  

∴ 貌髄旨 という出来事の中で振り遮ってもゝる。〉  

叩56仰   





夜の虎」が尻尾で板戸を叩も笥て邪魔する齢を「万物炉）霊長、ノ㌔間が修業Lているぴ）に、何の欄  

だ雪 上」と追い返したというような不思議濾過話がか宅つかあった。ユ92が匡、親子で港町に出た  

夏に厩労は数まれた。厳Lい「頂㍍鋸軋iから千草文を教わる日々（。それほオ‾ンドル部屋で、一母  

による就職鰭業詣一や、祖母が幼転篭頓に不思議な経緯で手に．丸れた家宝げ〕宝石の話など、昔話を  

開かされる得々でもあ二）た。ま9望呂年、7簸で普通学校見学。教室の後には日本語を覚える為に丸  

饗した「篭7、8歳のノづ㌔学塗たち」牽〕座かヨ、安登槻の伊藤博文暗殺の授業では、「アジョッタ h軋  

よか－○貧ニラ 璽」と朝鮮語が飛び交むう、目茶演ゝ教師が輝くこともあった。そして「ユ1歳で結婚w言。  

寮番で凍えつつ馬で嫁を迎え、なぞなぞ遊びをした「｛幼転㌔初夜」。母との添い寝も叶わず、校長  

からげ）嘲笑などがぎ山悲哀斗…家貢うへの思い」となり鴇 単身「商用ヘ一言。そこで朝鮮語での教育を受  

もナつつも戦恩自縛からはよ元金ての中㌔た、婦東京き芦行きを勧められたゎ》－そんな日々を、そのÅは「塵  

盈逸済」として凝り遮って』ィ㌔る。そ艶は①にで、「迦登盤應＿j 「盈艶患ぁと追」綿半部分  

とLFて位置づけたもの妄ニ、新たな静を加えより豊かな形で振り返るも汐〕でもあった。   

、－＝－－－一  

輿顔で牽京進学》親磯、浦珊及鞠憫適職し㌔ 蒋ゼ磯濱砺豆腐するが、戦況悪才ヒで朝鮮の故郷に  

清聴葺を流浪する日々や、瀾神童閑職旺葺の哀れな姿と共に再び席WFし教質量育となるも、－－㌦文無言〟で自  

毅しかけた職を「づザープ」に救われ、盤気を取り戻盲㌦た日々ひ題曝を①とほぼ同じ文章で綴り‖、〔む  

の最終的な温点括り芳ダ芦 とは違う句 より抽象的な㌻叫塵去塵融逸盛」として括り直‡㌦て㌦㌔る。  

こ＿隆一邑戯鼠－ト後半部労■「鼠豊叫iとLて振り返っている、動乱の数年りこ  

凝嘗り禽つ恕「練民約衆」と「結婚」、教師とLて平凡るご日々を過ごし、夜間東学にÅ学ち 台湾≠  

寮激と留学しち宗教に目覚めたもの♂ヨ「㌫と♭うう敷き と出会ってLまったことヰ鬼神を様と堂宅間じ  

宜牽管絡攣憮動乱級翔平乱優生瀾も食めて「造蕊岬腰彪」と、、東まかに括っている。  

争（誹に遽沌吾てけ「患盈」たしで括った、寓東館学から帰ると「K㌫芝風」の追求と濃業で「オヂン澄  

開業ム 陵摘放から鰭紆に鬼ったも汐）の「出家」。繚閣仏教界に絶望L「識革での修行」…とい  

う過程墨ニⅧも篭け㌃は、庄ほほぼ同じ文車で綴り、登らには①と同じ 呈i緒をプ煮ぎヲである「第主唱資  

とi三「′享ご阜 七し∴て三【与＝三∴．完±／∴∴■二；ニ）   

そうして、〔£きに若干約灘欝饗修正をカ眩るだけでま‘誕生から出家までや学 を・。机括墨プ方”汐）みを若  

干変えつ、つ綴を謬切った級もその後の転年間〔蓬）出版から19幻額の②出版当時まで）を盛り遜る、  

摘番き－下ろLサタの牽看二見一つて㌔∫為る。  

－東京の仏教系東学で勉強をしつJつ庵で過ごサ準＜、宗教を求めドヤ街や福祉施設を屠り％「精薄  

職鬼濾をご率登にLな静甑」と魁ちう富貴に出会罷もi2篭ぬ三劉院建立に発凝L，た冒摺を、また宗教的  

搾侶たなる腎春風女性㌫と椚「結魂」（結婚）までの過程につわ、互て…ぞ銅丸は㌻■筆意牽  光を求  

立三j 上さノて‡lモ∵二∴∴1・三：〕∴  

さやっとの濫‰箋で㌻Ⅳぬ寺院」経立、長子も誕数。ぎ〝鱒二本尊州葦 として「精薄憎たち＿言 を迎える  

腎煎。自分との結婚に艶理解な鎧の親類との清を≠朝鮮半島の休戦ラインに鼠立てた「寮㍍の38  

庶線」∈。韓趣旨で出家汐〕際に別れた前妻からの和解の手紙への「感謝の涙」く。現在のぬ寺院に移転  

うさ－－   



する前び）地鎮祭に㌦短ける巧三鷹㌔講な出礫登箋ぎなと材を句廃やそ伊うÅはぬ刹乾から望める0〔〕嘗山麓彗コ、そこ  

から絹られる思想にちなゐ㌢一節琉増資〔「鰐刷畿」たLて措か㌣れ翫   

骨のÅは率銅髄確ぷ∴「オヂ説燦閉塞」椚際に“虻1わか樹鮎鹿骨う”た射  

ノ。た教鞭からも名牙一冊恍∵蘭留”針怖れ㌔ －賢れは‘⇒純粋な飾らぬ心で  

「常春」射掛け阻めて附きます坤きましたパ”た戊茂雄憫細溌凋げ描㌔揮順  

に隼陳工霹椚オヂン履せ漠牒二銅匁璧 巨晶敗姓輿清）掛始針二ノた警’9 とい  

う激減も経み耽れる∈一発鶴には凋孝雄臓経緯署封虹針酢雛に㌣托鉢姿γ管瑠  

む姿が写〆つてけいる。 

針虹∴か細帯には「厳き放浪た求道の未ぷ瀾濃戊坑昭雄撒りC忙氾憫膵  

諷∴紛議派欄薄濁職いど緩摘齢凱㌣乳掛波乱ガ成都城讃遽摘紺雄銅離別軋卜狛紀蔓れている隼  

働服∃ 掴麒隼狛紺凋∬ ㍑救巨牒拇凝照   

針椚丸は∴訊酬軌跡紆単軌綾乃 同じ新螢寺院にで帰洛轟下ろし”細説脾目釘世に揖した  ；・  
音」が？盆寺院椚あり方”巨かかか机鰍獄「管あるた温情でいる  

≠「欝 ▲轡「軋敵卜細緻乳仁ぞはi敗純‡ 巨㌦ルイ捗り佃か州 巨捌調鰻摘機＝ i憫  

偶」細線験から見るたぅ 瀞ほ膵鈍パき 伸射軋板取トから解れた掬欄瀾磯磯瀾摘凋牒紆㍍晶銅狛＝  

む料鉦∴酢狛蘭弊鰍鰍酢がト組織」に偏り管「知恵」を教えぞいをいことた‰錆び禦いてい  

とLた（う  

』彪鎚済」馴右塑γ鋸渡謁が津潮鰍舅㈲畑雛撒鳳親済沌掛黒目棚  

由恥紆遺」にりいぺ磯雄パ 蔓り㍍㍊射酢鰍釣自分が磯蘭匪痛摘猶痛打㍑紺酎雛鋸掛けてきた椚に  

酢針則羞指摘細摘紺雄牒撒潤増悪覚欧履に液」照藍熱†凱」凝磯仏教とか出離酎掴鰻摘膵  

中開憫猶翻凝蘭登凝一 針加計ためぞ「あわ椚悪まに虚飾椚ない換澄芳」をしだかりたからと －〆  

れ∵狛い銅鯛細柑橘摘瀾は牒愉憫嘗は「社数㈲馴軋」那桝凋摘澗漕㍑牒パ鍼脛き東経申  

鋸射撃漕げる㌃如棋摘牒昔齢射県 増雄昭働解離雛摘∵磯野㍉摘組珊贈て頼㍍   

憾羞敷逼迫洩£魁遮濾過＝別ぺ服パー溌獅閥＝瀾澱対数齢刷節を引欄しぅ 自分劇  

・                   －                ・     ■t  

i■・jL．！‖－ 十晶十川汀∴川トト∴仁∴㌧十、十十㍉■リl∵い・1丁十・∴ニハし‥てこそ∴J小、∴∴い′；ニ一  

…        ・  

五尊＋意瀾膳【恥狛め野牛∴「解読牽＋基閻魔政経ね管」たぅ 洛竣動腰上た牒漣Lぺ闇が㍑≠鳩  

これらほ、くi好調二戯いて「1兜を求め驚き た邑㌦〆∈結〆Jた部  

十十∴三川呈出．隼両け∵トイ・   

； ・  

杵凱妻摘ほ磯洩る丸射㍗凱招渦腑巧 焙れは丹馴臓  

腑啓」野椚Å≠は う‘人指濠弓削率をこ渡専欄と電ごれ”たいう  

願いの淡彩－などについて軸擁鳶l塾整墜過激  

洲桝油59里′神棚以   





上そして、山神閣でも唱法戊「山二E経げ）中には政界連邦の思想がある。∃ くとし、“2雌紀を迎える  

今こそ、北東アジアは瞞つの共同体となるペきだ”  

と、さらにほ∵‘獣行一つとなるだろう”と予言する  

部釧ま、「V －－｛つの  世界ら －－叫つ  と名付けられ  

ているこ 

本♂〕題賓醤は、ぞのノゝ㌘）思想の原点と‰なる朝鮮半  

島の億汗」とこ山神閣の給に基づく‘j△△】L鼠㌦i漫祭羅”と  

各付けられ、表紙には△△山頂の瀾が広がる。   

また環沫㍑ま「ワン1トーリレド＼7ブンドリゝト叫ム 地球浄土への道Lるノ墓 韓民族汐㌢整地血鳥山＿jの  

霊気を受けて育った凝色の繚馴単憎が語る疎も㌔魂桝数凱Å閉存在の神秘に鴨穿Pしながら、飢世  

紀の地球を予言す凱」た記されでれ‰  

⑤冊目（髄楳渾判牒虻㈹離（局数1」ぉぃ参照   

か紆Åは狛鮒軒、ユ3年振をブにぐ夏珊目となる本を出版Lた。それは00山麓のぬ寺で番かれた‰  

のではなく、九州飽満◆のパ㌔さな散会のル山一室で番かれたも餌）だった⊂上（計㌘は還暦婆〉半ば過ぎ美宣  

た－ぞ・－♂）．尤も1、ちこのときは喜寿を迎えるか蔓建えないか♂）歳となっていた 

㌢ 制閉 

ほて∵字嘉」断絶わった幼少期や∴Ⅶ闇摩‾乱射劇二！に年ヒぴう嫁と「捕捉で強制鶴磯＿＝勅題摘㍍溝  

川揚日本と過ごした中学生時代を鮮明な描写で綴っているし 

ノダ／   

短〕までほ、柑の番堂で渡文等を数える祖父から千半文を叩き込まれたこまニ、祖母が拾った不  

思議な安着㌻（家宝）ぴ〕話などは「出てきたが、孟i阻夏茸が熱心な信者セLぺキープスト教会に通い、寝  

鋳でほ賛美歌を敢えてくれた’9 と㌔笥う論は1、こぴうし豆jで初めて綴られた（。  

第二螢 波乱プ〕放浪 絶望から歓  掛サトでは∴鰍明針敵敵遊山し“簡”に落ち濱牒、白鷹  

家風 L〆かし 巨＝机牒呟磯明温乱‡によって生きる気力を取り戻Lたと綴って♭㌔る。  

ぁそして。ゝ これまでにもl岬動乱州ト「留学」個「酢乳巨軋掛取浄とし㌣掛かて針た紅鞘を．よ  

り鮮明にぞの光景を思い浮か〆㌔ミられるような文章で綴り直L㌔「第三螢 朝鮮動乱のゅで」、「鰐  
′ニ∴ 一一こニ∴∴－・∴、ニi′一ご÷ニ▲んh▲J一▲ゝイ1′エニュ二Ljノ祥｝、て一ノニ‘i⇒           て．∴l．しくゝ  

てノしぶく  

匹i餐 留学生時代「国家顛曙罪刑蓋の罪名をきせられて」、「節義拳 鰭行の中で絡たものは血」と  

Lた。   

さらに（i〕①では「｛ぉでん屋開業」と括ってきた節を）ゝ この⑤でほ「凍ヂン道場」という言葉  

に括むプ直して一おり、はっきりと“出家に結びてつく出来二欝”‘とLて位置付て転、集る。  

ニ椚橡ほ「  六車 悌避の中で 太】ヨ由ÅW老臥5、す第七餐 知的障害者と  の出会いとぬ寺  

逸漫墜」とこして、ニれまでの本でも触れてきた、裏‘出家後汐〕来日から始ま軒）仏を求め歩いた日々’ダ  

が綴られ、ある知的障害者のF岬花が笑っでいるよ」という感性に鷹し包たことが17、ム寺院建立へ  

とつながったと、仏教僧としでの道程を一振り返っている。  

・－・      ・        －・  

・         ・・ －    ！  

▼しう1   



と亡遵観母が現れたこくとでち 慮i繹の常滑の思想を併せ持つぎ滴日展具増敷き グ）者”となるべくミ、神学  

校ハ㌦遊んだことや悔 途中で学費に渾、つた際「本当びう牧師になります雪 ざ」と言うと、そうかと  

エ薗し肯くれ鳶∵瀾臓㌣伊ラーl仏教だ塾ナにとらわ艶な毎う広‰瀾静観ヲ9につ㌦1て綴る「遜基塗細豊  

首メ濃卜道に導か済もて ニュ血ヨー州夕時飛  針奉職ある  ∴、、・二戸∴㌢∵∴∴－∴∴  

「第プL謡 鍵  キま。j洗卜に生きる蒐弓先生と托鉢精禍鵬j は、帰園緩‘ふ僧侶であり牧師である  

ことサブユ熱を模索L．た囁、ある牧師醗∋本に感銘し訪ね励まき姐たことや、仏教とキリスト教の類似  

温を 洞髄緒臓り かち鄭紆L扉綱拍欄蒸腰は一山つで薮声ると綴欄ニ）たものとなっている。  

沙その後、海寛京サ西日本を経て丸相星に落ち着くまでを「移動宣託所」と理解。九州の自宅兼教  

会では銅蚤罵潤番厳に心打た甑3お波線の町を訪羅胃、「雑悪質の家→j ともうう食堂の女性主先に宗教に  

も邁呈こる摘開をみて感銘したこと。望扮鵬準転昂の南北常男議会談に感激L，、民団と朝鮮緻渡伊）渡部  

濃計数会に呼び寄せ、裸驚会を開いた媛普などを、  

Lて綴つて‰篭る。  

また「別牽 橡掬の太思想家 多夕  として勺 全ての宗教は同じ道（神う に辿り著名  

と覧箋う靭嶽擁の思想を楯ぎ巨Lゝ 語録を収録讃㌦ている。そLて旬 第岬叩血本尊とLて「釈迦、ぜエ  

濃ゆキ召j濃卜鴇 老師、孔子」を摘むヂたことは間違♭㌔ではなかったと自信を得られたのを綴って  

い三∴   

そ町Åは「あたが針」で．包 もあ幼少時寮監か環3血寺建立までを抜粋、加筆修正して加えた理由ヲ苧を  

ほ宮本帝国主義の支配下にあった朝鮮半島で過ごした紗牢、少年時代。十簸で結婚登せられ淘母  

かむ艶轡教理に別解登せら甑た少年時礁宣謂度線に分断きれ駁母兄弟た生き別れて旬散磯櫻償  

っ漂：欝謡輝誓覧。雷雲者と葺㌦ても叢労茎j澄れた民族とLて宗教痘二導かれて♭㌔ったことなどを披きにじ  

て」今の♂も生は語れないからと綴ってむうるユ9。   

奉の題名は鎧j韓国率巨打率を「求道放浪」蔓〆綴り卑笥悌嘗呂であをタラ牧師碁こなりま1す”とし，篭ったもので、、  

教耗をこは⑥でも泰潜れた憲蜂勒湖を背教をこ旬嘉島憎普呂姿習タ  

と ヰヰ教師姿9学 齢そ職ぬが鹿手をす愚と毎篭う預 鼻追脅威写  

薬那 駁駆使した紅職と掛か㌣組数   

常には」瀾摘摘雛銅鄭川矧時は終牒肇嗜鰻膵抹摘離酎  

融脅職時代に約鄭・がm汗駁∴汝浪職率でたど牒つ心鳶  

凱隆能職僧磯㌦讐鍼璃雛離弼掛る「両眼最備」職僧償凄  

は豊」と記登れても寵る。  

⑥瀾欝 〈離掴奪S屑済汚損敬う 緩家風泄⑥〉参照   

そ昭鬼は望扮抱確率≠前搾銅銭版から竣年後に〔餅野呂をた鴇Lている。それは柑舶隼に00山鳥濁確  

飛び班Lrでま磯尊彗2蹴ラ望単をこ得び欝頭のぬ寺に戻って2年経で3た囁のあのである。   

こ職務は6－≠町費む終牽から成るが＼東まかには腐りに分けられるといえるかもじれない  

料一叫－㌦○は鴇幼少期を振を〕遅をプ、またキ】j鼠言、数にも辿を〕着電までのことを、思想と共に綴った  

ぎ魁済塾違逸豊明j。∫それーから家族と生き別れとなった朝鮮戦争での、当時卵棄2r）と自分の  

－一室うゴーーー   



体験談を綴った「魁馴志鼠堂塵豊盤藍藍壬。   

二つは、教会にて辰瀾と朝鮮緻連の惹紺長を引き合わせたが切サ掛けたな吟唱 ‾望弧仙波激」  

となったこととhゝ ぞれまでの寒でも触れてきた終戦縮後♂〕流浪について∴簡潔に綴り挺した  

㌢uま弧挽激脱出」とを織り卦断て綴ると間時に、5綱三ぶりの範妹との再会を綴った「第3牽  

5鯛三ぶりの粗削、「岬欝／皇帝 わが弟妹たちとの抱擁」。 脱脚卿」阿醐  

瑠三〝つば、これまでにも損耗してきた 芸‘ドヤ街彗珊j務所さらには福祉施設に弘を求めた汐予 こと  

を加筆幡正Lて綴り∑そ1〔、き『〕には渾乙ダム寺に戻て〕てからげう漸宅撃たちと伊〕生活を巨視在椚春機櫛凝  

った「漕憫旺ほ志パ酢津博職潜むか射出を隊縄L  ＝鳥動瑚那断 と∵ 瀾確れ寺隙勘㌃ 電  

－－   
や四）つば、⑤における rH解九奪 取音キリ．筑トに生塾る棄弓先生と托鉢欄軌j や「別攣 緑園                                                                 二、ふこ▲Yノ・′■′ンこ′■ゝ▲ノ一いンこ■1々〈－∴∴∴・γ′′■∴←へノ′ンニ一－加∴J■一・′－－～こ＝んしゝ■一山＝－ゝ⊇・ノ▲P，－7～■ン∴r－′▲〟一ノノ■ゝrこ∴ノlし、∴ぺJ〃／∴Jノ√′′■＝二L∴γ山」h′血－くr）′∴∴皿ニてノ  

望羞塵霊宝盈脚應盈遡基盤』に完あ通じてくる旬「塾底   羞藍豊豪速豊迄∬」。  

・鍛練は、尊意で韓勘泌敵組軒近銅土地を贈られ、近いうちに胃率澗O仁一i仙ぎ濃から旬ぬ寺0教会  

を移転するこたになったと皆購㌍」終車 3制定線が呼んでいる」レ獅雛瑚陰っている聖   

革の題名は、終車に従って‘ネ藩至‡曾椚魂を邪魔線に艶めようり と転もった㌻メ肇啓のもぴ〕が付けられて  

いるミ。赤㌦㌔表紙が印象的で、r▲銅管蔑プロフィ加…ルM∬ と共に、尊母と川舟緒に写1つてーレ為るそ汐）一丸職  

衷情は、波打）せい婆）あるのだろうか、これまでの写寛抑やで療も深部な婆さのに見える。3   

滞には「北楽アジアに軍制を讐「磯」㌻い北」を結ぷ列車′よヌ巨れ写その日に抑ナて∴ 私ほ海峡を  

渡ろう 。働賂の現代数を心に刻んだ在日韓国人傲朝漸㌔ ㌃凋∴ 調律パ」透．紀登れている√1  

各本を“群”としても捉える   

先抑瀞～⑥職申で≠ ㌔翫軋軋臥針∵が㌣その時竣”管窺ぬたり怪聞塵牒璃㌍ 竃ご 洞雄」にする  

と、おおよぞ崇∫ま藍薮2〉伊ラようなも職が出凍上がる。   

藍〟かし旬 年譜で示し㌦た；ぁのは、そ椚九が礎盤と同時にⅥ賢想Lていたもダ）ではな㌦も。簸きちろん、  

革も初めか濁“6珊鴻糀＝終刊∴凋甘け 駁啓こうとLていた駅漂服璃ぺ、脅約Åぬ身気付けぽ∴  

▲1廿日∵吊lごl帖りト迂∵・t∴′）L汀車附け二‥…・－‥こi；；ト・てし∴ト・■∵いナ二もぐ／十’、！二†♪い一丈．i∴ノ、±＼ニT‥．十二十   

そしてこ ハt＝廿は、1ト－■〕／＼、車什丁′ト1二く1トニ倍増ゝしノ∴／㌧、ノト■うJし】ふ長てノイニト‡ニJl二川けに、そハイ＼‘ニノ）“二∴  

敦思想（教義）”が揺るぎないもグ：）斑となて3研だ－いく構簾過槻としてもみることがで塾る。3   

つまり6肝は彗 各々の時点での′先生解釈たいう“独立L〆た頭）の譜芦、た扱えるこたが叫貯・きる～－…山方  

で、気付けばⅦ凍上がってレ鴇た…という形がヨ戒慮馴隙も♂：き”と尋》．〆て、その〉Å椛）意識や鞠磯£り変化  

を読み取れる 凛i鮮”として梁）嫌えることができる。  

－ －  －  ・ パ ー・                  ・ ・        ・  －  

な”とした6冊汐〕、“性質”ダ〕変化榊…各寒での要点の移り変わり両州が魔えてくる。   

①穏闇 机凝鮮生まれの自分が僧惰として日本の障害者と生きることになでヨた経線労’を自分自  

・・．・l ．    ；… ・－         －、・ － －ll  ・・      －      －  

（郭㈱ほ、先の穏ニ）①で淀めた。人生、すなわ‰矧験に賂づいた帰宗教思想”を欄蘭慄成戊牒眩几  
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て一岬仙緻愚二落弓とすという方法で両州川世良ぷ嚢明き夕 した＝山穫の「教本」に近いものとい茂る隼   

く遜は、そ翻鬼自身‰予想Lてもうなかった去i僧侶だけではなく牧師をも兼ねることになて〇た経  

緯㌔すをわち磯燕緋∴おかて優固なものとL〆たはずのふ嵐思想クク、さらには〔録むで産めたはずの  

姑息漉一致二敷き鳳クや汐〕ち為逼転換”を綴った“再構築L．直した「巨富分別Pプ と垂〉いえる。   

それは檻イはじめに＿」職率牒㌔「私は牒－つと安住の地〈品番〉を捜したかにみえたが句碑は私  

を放ってはおかれ駁jかったと綴つて♭うる部分に薮うあらわれている。  

（蛋∋はち岱）にて表明Lた虜≠僧侶発散師タブ 蓮こも㌔う生き方を示した上で、、これまた予想もしていな  

かった臆‘故郷甑の帰郷夕常ヾやエ邁鰐び戻ることができた肘一房ることとなった‘？岬仙岬ぬ寺での暮ら  

も一〆汐サを、故郷ノへ㌦汐）ふふ具体的な「紀行文」’きを義朝に、その先生山賢のものをも 慮爵太きな賂銘ぎブ とL  

て凍えようとする 丘晶ある擾の「紀行蕊」ぎプ と㌔馬える器。   

畿後職革が番き上墓Lヂられてから数年経った：現在海私がそ椚Å．から開かきれる“激浪”は∴庄  

～獲膵約もずれか職婆》㌘うではなく、そ艶らが統合され、さらには■－－州20掴年から2〔き07年までの、こ  

約3串間労～で得た血叫新たなふ正風プぎ晋ヲが加わったものとなって♭もる罰。  

‘‘他者’’から見た‘㌧その人の人生解釈’■   

そして私ほ、河者で‰なか㌦○たはずの“そのÅ芦9 が㌔ 革を親筆するという行為…酬自らを宗  

教家たして縫えていこうたうし鳶∵儲藩∴ すなわち丸生の位置付け中振り邁軒プ方仰の中で生  

みだLた温室記述チタ を、番かれなかったことも静めて、定家2【※を豆区分≫で示した針、一諾のように区  

切ることで旬 趨‘ノ軋が自らを振り返るぎ￥ ことに倖うものを絶遠Lようと読みる。   

そ糀快適抹れ】ニ卿射魔誉 さHバう 揖他者タタ を通すとも 次のようなものに見えてくる。   

風；管段落数前後 若幼少・期う から早婚職驚悩の巨富々。岬H・料迅：滴汁慧戚日本への家出から自立職  

臥針均 獣た掛率に慮齢てほ楽し産も琴磯楼蘭潅濃瑠璃㌧づ濫∴鰍弼で粉物鼠遊山ともとれ逐日考  

凋猥：敗観と混乱椰率で職逃避行の臼ノ卑む功記：繍での生活基盤を固めて㌔篭てった目指。一一緒∵塵腰  

と歓喜を養田っ浩三田竣。一掬鎧；動乱の猥密。。州や㌻著：自らぴ3意思がある結婚と仕事で充窯した日々。  

仰⑨豊；留学で刺激を登をサた得々。硝蓬：：留学先にて宗緻を求めることになった日々。叩料蓬宜：身の危  

扱が迫った紆棺。刑ゆ監：絶島家妄こつながる冒凍L。叫叩沙済：寒河にて出家L修行の日々。小袖紺；日本で  

職鯵行職関々㊧（。川ゆ乾∋；アブ濁輌トを庵£とま㌦．自らの意思で宗教を求めた目凌。〃功㌘：庵に住みつつ、も  

厳密と出会転ゝ ぐ宗数的樽首呂‰澄むき 交流する目指。叫㊥Q：ぬ寺の準備期間と宗教的伴侶との結婚  

で充実㍑た萱ヨ㊥。功汲；ぬ寺の基盤となる丸山を果たLた時期。凍S：弟子の丸山がはじまっ〉た  

ぬ寺の草創期膿またマスコミによ暮∋時のプもたなった時期α剛一澤；血寺職発展期≠安定期。卜城汁  

甘は「Ⅴ濃コミから多く職取樹を受けた時期」でもある。巨やU：ぬ寺の混乱期。鵬ゆⅤ：きらなる  

思想を求めた田舟n ∈Ⅴはまたh鳥弓貫き続き瓜奪でほ混乱を極めて魁もる「U」の時期とも重なる。。ぅ  

ー㊥済：ぬ葦に煎れなじ㌔受難汐）時期。州㊥蒐：南北紋刷血へ職希望の日々㍑㊥Y：念願の帰郷が叶いま  

すます希望を持つ日々。（…Ⅴ後半㌦Yは「一皿寺院では住職代理による学僧中心の格勒期」でもあ  

る。∋ 柵恥Z；ぬ尊碁二再び戻った時期 ∈再び管凝が△寺院を率いることにふ  

1l・－－一（う∴巨・－   



ニのA㌦Zほく漆＝∴＝乃「漆」とも共通する椚だが＼そ凍ぺが教本の中でと～♂〕くらいば〕比薮を  

Fヒ「めているのかをあらわしたのが、く衷3〉である。 

サると、研削掛金てにおいて∴ 巨掛軒での比重ほともぁれ）必ず「ゆ：アパ仰卜を機とL自ら  

の意思で宗教を求めた計れ が綴られている〝）が見えてくる。   

それは、これら6冊は全て ふi宗教家として日本に生きるようになってから嘗かれたも椚”で  

あり、ゆえぷ ■心日本における「求道h」の巨‡々”が∴染ての本州00自らの嘉めた人生叫酬仙・輌におけ  

る川一貫Lた賓′卓こくとなっていることを示Lている。   

さらには、全てで取り上げられたものではないが、6冊中狛酢㌣掛成られている「寓；管濃誕  

生前橡（幼少朋）かgら早婚の苦悩ダ）［－“ぎ々」婆）、その人跡盲二昭恨“儒教家とLての針訊町野軌打  

として重要視されているこたが見えてくる。 

それは（読解九費「▼老子の牡を食う」の中でもも「私は遊びざかりの子供時代に無理条理結婚爵  

せられ∴太Åにヂッチ上け策れた為に、母のそぼで甘えたり、h 抱かれたりということを堂て拒  

絶きれて邑〟ま／一＞た1。 沖略）－－準㌦計れで中学生になったときから私の放浪生活が始まった叫  

伸略巨…母の密を充分に受けられなかった孤独な子供は句 棄げ）乳房を求める… 沖略巨－p東汐〕  

乳房とは神げ〕愛であ叢）。山ま と端的に表されている。   

また、他は．5～6冊ぎ幸：ヨ」Mh一塊冊というふうに平均Lて触れられていくrl㍉ 司机射牲銅ことから  

は見えてくるにも関わらず、＝日射■か潤一」と町議うように、全く触れ綜れるこた銅な≠り旬：△  

寺の混乱瓢」というも釣針見えてく臥   

それほ例えばは二刺息鮨4〕が、第正賓「鋸云はマニLにツバをつけて語義む－」の中で1、ト払たちは旬  

鉦計町通ってきた遺を振り遮り、なにごせも帽滝ず＼自労需止って都鳶職億車言ともす明て赤  

裸々に番も賞るだ為うか。一弘は溶けない。」と二級る部亨㌢もこも通じてくるこさ】：）√ 

それは（註ほ）僚触れた：きう≠㈲にみられ為 ま千年新鵡年代の諾、レ”、ほヨ三2（〕巨㌣触れた“結婚した  

はずの「艶矧瑚机 が∴通りすが噂の出会齢とLて記登れる部分”にも関わりてくる   

またそういった 慮～Åが自らを娠を〕過る”という、それ巨盲体ヰ良人独げ）∈酎 構築少†汐二）過程であ  

る縛為は、、．人は数々好〕思．い鵬を もま選択♪ぎ しながら生きているということを突き〆■3柑て残る。  

そ椚ような“思い蹴紆凰鰍”は、例えば⑤に極瀾来あらわれている。㈲般糾幡橘兼敏師”にな  

る も↓転換”を綴ったものだが、 そ㌢Lまでげ）（二裏′㌦塗√）椚“僧侶時代”では、決L－で振り遵濁れる－＜けm川巾  

仰一叩思い出潜れる？…・仙－ことが無かった∴ト懐無料別に「瀾僧㊥竜資柔軟を…」習った”ニたが  

“NYにて祖母の露と賛蓑耽を耽ったことサぎ と絡められる形で選択され、触れられている。 

‘‘他者‥ が意識され■5とき   

そしてこれら ii人が自らを振り返る’’という街為は、自己完結的に振り返られるもが）という  

よりも、自らに向けられた“他償ふ…外から一血州岬紆脱線”が意識きれたときに、扱か〕返られる  

仰主張きれる洲伽も♂〕である場合が多いのではなかろうか。   

“聞き書き”は話し手と聞き手（番き手であるこ√とも多い）という“他者”同士の「共同制  

しミう   



削から成む）『自伝ゆ自浄史グ〕類も緻終的には毛頭読者汐ナ という 為ふ他者一撃を意識至ノている。J   

ほ労」とは「他者」が存在することで成担立つとされるが1駕蘭199紅 白分の為に書かれ  

るは酢犯針記さえ紅∴革当は揖過去鞘自分”釣行動やそれぷ灘亮た磯燕ほ牒ほ牒バ、∵乳在職  

汐”という 服他者警の視線がプ「大きれることによって、も成り立㌦⊃ているグ）かもしれない〔〕   

そしてぞれはときに箋他者め㍉向春ナられるゆぇに生ま取る 蕗i誇張ブヲ と㌦もうものに繋がっていく。   

そ職澱は句寒に両度「開山評盈感邁」を瀾き、集まった丸凍に脚叫そして自らに仙説敦を  

する。）2吏策がぎ三ユ（ラ臥 そのプ㌦は次のような告舌を涙ながらに瓢いた。〕   

E箸曜監守だかざ。私はぬ㌔ か鵬テンを閉めてるかちく家を〉飛ばしたんだ。）ま、ニのうちは  

もう、どこか．、海凍掛爵で・も行ったと恩〟つて飛ばLたん真ぎ〈勝手に決め付けて〉£ 

そLたら㌘が笥「先生、なぜ飛ばすの？」だと言りて、カ仰テンした家の前でお経あげて  

る。くすると〉おばあ，ら彗∂んが出てきて『ちゃんとその百ぎ雪くと、あの山、その、ミカンくとか  

ねリンゴ篭くトら・やんと〉 Åレれて宅れたの。   

で、㌘、毒血“党盤、これ見なきい。妄 なぜ、なぜ飛ば言㌦た澤）？」す…私、そグ）とき何も言えない  

でしょ？「すまなかった蔓 って。「すまなかったj と私はこ撞詫び言ノなきゃをんない。   

だってくこの私が奉粟はきw明叫一軒－イ紆飛ばしちゃい鼻ナな㌦ちと教えたんだ。托鉢は一－－軒】＝一一軒、  

薫－の寮の尊せを祈るために、り¶…－・紆my一軒彗 と∴阻んじ軒汗酢狛ぺ   

くで言ら〉私は雪 ま、カ仰テ，ンも〆てるから、も、海凍洛かと㌦コか行ったかと思ってくいた  

ら〉、脅針Lで勺 おばあちゃんがちゃんとおで3たんだね。おばあちゃんがちゃんと出てきて。  

慄獲∴ ニれ針狛錮㌔ －一軒＝刷新、飛ばす、飛ばしちゃも、けないと、先生言■○たでLよ？」。  

「ああ1、悪かった。＿巨伽1懐か引黒 と牒七㌣虹 ご減兢∴郵酎㌶榊職   

また頂 ここ宅ぬ奪〉でくはき、穫所行宅ときには赤㌦㌔ス†jッ′雫履きなきい。普通のときは  

膏転㌔藩葺ブ、ジブギでくと鎮めて♭も愚き。ギでもき私は電話蘭談するためにね、も、ションペンL  

た宅てLようがをい。で，、そのままね、常魁1。鼠弓jッ㌔塚のまま句 便所行ったんだよ。で、く外  

覧二出るた繍僧に〉「兜盤。個 なぜ赤l夏、㌔スリッパはかないんですか？」すると、く私は〉土下座  

したわ暮すだ海士下座。二をこ下座も㌦ても 宅酒樽ほ〉「あれ、おかLいなあ・＊■」と。   

党の前半部骨ば頂凄）「第荒章00山麓肌】♂〕「行と祈り」でも、次のように簡潔に触れられて  

転ゝる、その先の経験談である。   

まだ血寺を建立したばかり♂〕頓は、清漕㌘と二丸で、浅草観音寺の前で「悲願ぬ．寺院職  

級温」職タスキがけで花鉢裾をLた噂、m市椚薄儀壕東灘な私と′ゴ、柄るごPの二Åの僧侶が  

各門前碁二立ったりLたも♂）だF。   

ニのお布施は、寺の改鰭工事汐）借金にあてたわ∴活紛資金にをるものであったために  

私は時々、′お布施を乾れそうな家を探して、三～匹葦軒とぼして行こうとするとPが「それ  

、、しう（1   



は、いけないゾ……」た注増する。）   

ぞLで紛争部分は∴藩「雛競尊＋共同体を訪ねて」鞘パ虜愚挽儲ポて岬心機鳩車ばぺせ牒  

にて、島名そこの施ぎ箋造岩摘明雄りは消摘噂濃蘭ド とLて登瀾サるものか非常紆軋掛が郡ル凱   

あるた針、㌃姑は∴阻掛乳汁…聴からびどいHにあった”諾紛酢、ト耳鉦恐か徹する  

き、便所グラフ川ッ♂育とま1紺慄戊ずに郵酎桝侶朽りパ職まか頼酎㌶㌦あ牒担に机齢ぺ  

いたのでそJ’＝ズ猪溌鳩逐日 これを鼠㌣れ畑紅㌃1鍼紺摘漕げ灘雄オッサヤ鉦∴射㌢  

・、、「∫∴十二7トニニ∴・ デjノー．∵⊥J更已rl・∴トト▲   

㌃れにはきすが椚翁も返付ー欄漕憺かっ紅パ勘離錮凋攣慨瀾に鵜針町机 上下塵！〆扉㌃。  

j∴斗、∴十1汁∵1・・JrJ＝∴∴巨■＼＝ト′ト▲：十〈）■∴ト∴ 十一－一仁㍉十トニll㌦↓予∴上（∴∴・・  

∵か車がH雄鍼摘戊わていりたとい圭   

Å寺においぺ∴ 凄溌凋摘鋸㍍針引－さ号こよう凱 £i款1い轟性別後掛替えず粟トイ♭沫㍊信㌦㌃しか汗  

清憎かむ注悪され土ず塵をじた”たいづ出鴻瀾があり聖職かばや 赦ぶはわ應濁な≠彗   

た払∴＝黒汗端緒頼劉擢廟雄磯凄たことでは鉦凱狐 如憫嘗着かむ姑＝㍍H鯛lをこたを教  

えむれビタ かい射線鰍級…岬これはぬ寿昭教磯ぼ濁あ藩㈱酬凄しで闇∴ 基磯凍濁‰椛ほを濁   

そ椚Åは 拍他首相 に教えを縁浅藩孝瀾ほLパ∴ 楳臓－㍍な 棉花鉢飛ばじ拍 た 隼便所呆り㌢膵  

細猫針笥 ひかつ細線駿繍に枕渡てるこた警、餅瀾溺儀遂霧瀾需沈設うと凝磯漉麿穏欄L凍透≠   

そい粥膵臓∴ 脅紆掛鋸酎パ∵瀾混柑敵組抗㍍＝凋鳩椚か∵机ヤ潤爛働貌敵陣律錮  

：．里＝ニーて，！∴て∵トア事、・十∴∴1ニ■十い1ハ∴1∴F．リ∴「）  

▲●外からの視線‥ か映し出すl‘△寺院の変遷”   

先に“自浄を見りめる槻瀦椚瀾儲ド に髄歳議凋咤㌶照雄「鉦鰍」にりいて触組鳶瀬㌔ こ牒  

Ⅷ瀾明視線”はいか狛こ 牒臓腑補職灘鞠開掛掛∵狛車㍍㍍膵ぷミ錯視線か駁が招馴招ト  

ナ向け鉦れ掛軸酬こた‰凝る 

摘㍑〉の「輝か机桝綱削 痴蟻磯∴ 憫膵」とL管署）照㍑甘軋”やふ照雄黒劉境㌔登らにほ  

棚：ぬ寺混乱頗」を経常封ノ酬穐代理（学僧）が率いるゝニとになった劉糀”彗J、㌦賢才L㌔ニ ち蔽存と㌦た  

甥獅ほな彗た轡儀による教条拇 などに∴㌣針コか瑚馴断椚鋸榊＝㍑潤一ニたがわかる（，  

・：、三■ニパ「1∴ ∴1二、、卜；二．・雄、－′■．ぎ．∴Jf十に・・、ハ川．裾、‡ニト＝け卜二‥そハ与ト1二▲一・～写1∴‥ ∴■、・ノト）＝イir†∴∴い仁、－十tこ）  

は極凄閲紆鋸馴 電用潤櫛ぜ土師射離摘漕げある㌃狛璃摘悌将ね翫  

・け7   



絹飢㍑イ区分－jからは、ぬ蓉には“三つの時期ブタ と 魂卓四つ押掛紺が、建立から現在までに  

存在嘗ノてきたことが見えて或る。   

ここで取り上げる 射外愈  

射紆隊線”は舶倖だ灘華．  

そダウ金棒椚内訳はく東名〉  

をみる＆、＝紛聞記事1瀾  

鰍＝別件∴‾新開記革（情  

緒隊駄＝ 5雄L「m憾瀾」  

射件∴欄鵜怒摘那須一き 逢件、  

寺院（   

津凍   
貰隠～T  ム薄の草創沙発展砂  サ濃（僧  

安産期   調  

ム寺の混乱妙筆僧に  

よるÅ寺の発展穏安   

簑．‡  

Ⅳ   代理から管長への  再び管長  

帝移行期  教会∧壬   

会）体制  

侶）による「ム  

による「ム寺j  

師）による r‾教  

による「寺院兼  

「本 臼雛紆」＝翫「率 い翻酎」＝軋「捕り悲＝ 後棒∴髄㌍潤伏」5件㌔「隠」ユ件とな  

る㍑ ニこ．から、‡や賞少 ∈猥）ゆⅣいずれの体制においても「新聞記事（取材）～」による視線が  

圧倒的に多むゝことに洗付く。   

さらをこは同じ新開記撃であってあ㌔「新聞記事 く情報提供）」は若‡がほとんどを㌔ぎめている。  

これはく寮5〉にあらわれて毎うる鴇 机「ユ9呂9年」をこ管濃が血寺を出て 首相Yの神学校にÅ学＿き し、  

寺院倦削が‡からⅢ爪、移行Lてぷ£栗1も「ユ995年」に「代理油滴隙こDデビュ紳」（㌔音ンド結成j と  

♭為う企画によ針き、誼体制が世の中の注巨ほ浴びるまでの間”も 血葦はどこからも注目きれるごかっ  

たことに鮎関わって或るのかもしれな覧㌔。   

滋による 貞盛㌔マン膏㌔結成サメ は、単に寺院の運営殊に立ち向かうためだけの対策によって生まれ  

た企画ではないや餅∴注磯路理鳶な一つた単機たちが烏‘ぬ寺を守る為”に穫腐Lた痕跡のようにも  

みえて電る。それは「新開記事 ∈情報提供j〉j を利用することによ昼ブ、も皇バンド”や“血書清傍  

らこよる絵画展夕浄写汐〕寮客を計り笥 寺院運営に当てようとLてきたことにも1つながノブてくるG   

窯際職 運営はかなり厳しかったようでも ある宗教系雑誌 ∈2桝ユ準）の取材には「‾ぬ寺を取り巻  

く現業にストレ筑はたまる…∽…芳。額縁慰も供養のための納骨堂建立やペット濃蘭など妙案を思しも  

つ宅が最終宮虻でつまず毎㌔てしまう。〉「行政にはできな㌦㌔礪祉を提供Lてむ、る」と計数しても句意  

緩着の騰がなかなかぎ㌫がらな‰箋叫iとも “悩める住職代理汐〕模索”が示されている。   

濠た ㌢宵Ⅴ番凝＝ ～「雑誌∈取材＝ ∫「率（取材う」坤「寒 く学術）」について烏L 二王 ㍉Ⅳ ミ特  

に‡う へ職も糀が圧倒的に多宅、確かに管長とLてのiるそのゾ㌔”が巨才ス＝巨ミによバ封時虻．なと  

なった時期」があったことを示して㌦包る。   

その仰山方で黒叛職視線としては新開幹雄詰寄へげ〕掲載は少な㍍が＼伴野い鋸一巨「嘗ま㌘（個Å）＿j  

からの注目が蒸らう軋ことがうかがえ、ゝ 毎i管長”と 乙長篇き住職代理サブ との間では、陛の中に対する  

逼亀血寺（数え）の発信の穂方”に遥ミ∠篭があ ることも見えてくるミ。   

また、品薄としてば注冒を浴びた管長も、教師とLて汐）教会体制（射 では、変体とLで  

「新開記事く取榔」5件げ〕みで、ほとんど注巨富されなかったことも見えてくる。   

さらには藍豪5きをみると、各体制が注目を浴びるのは、本の出版彗。バンド結成といった何  

か目新し転通史蘭が打ち出き才′Lたときであることが見えてくる輿  

・咽68岬   



特にりム寺（建立前も含む）の最盛期ともいえる温那？年から一闇路隼まで常潤∃ 仁＝斬削ドも∴  

②③④がさほどの間を空けずに出版糾していることからは、、（註25√jでも若干触れたように、管  

既にと〆＝〕て、嬉‘本の出版”は呈色白らを振り返る”という剛叩…丘る他者”が関わるとはいえ－w仙 机個  

朗勺な行為サブであると同時に、さらには寺院運営につながっていく“仕事仰－】W作家（鮒乍）活  
動岬クケ でもあったことが見えてくる㌔   

また‰代理と清憎のバンドデビュ血以降はj∑体制に対Lて1、r′h茎hま㌘（個Å）．jが多いとはいえ、  

●  

てからも、㌻件ぐ紛扮隼）個ユ件1髄鞘摩）た渥沙しつつも続いており、バンドや絵画の創作活  

動が∴社会か結党け入れられていたことも見えてくる㌔  

i‘外からの視線”の内零については、次の視ノ射こよるものがほとんと寸を迂㌻める㌻）  

声△寺を建立した管毘の「餐」（きらには業繚）を称えるもの。  

1封針彿狭間で苦肇工鳶からこそ管鼠は弱者グ〕気持ちがわかる。  

増減憎から学ペるぬ寄》バン′ド◎◎脇△寺絵画展．。   

これらからは、当時から現代にかけて卯“障害者魔㌦∴替らには賂着である纏えに儲沃傾㍑パ  

塗きてきた¢や・といった畠よ（在鋸 朝鮮人観”等も垣間見浸．てくるく。  

利用される ‖外からの乳酪’や6冊の本   

■瞥Lてこれら“外から♂〕視線テラは泡 ただm－一一人方的に管段や寺院の変遷を見て∋め緯鼓すて㌦ゝくだけ  

紺存在になるのではなく旬視線を向けた対数から“刹欄きれ還存在”た‰患ってい采   

例えば各革♂）内容部分でも触れたが、〔き二間本文においてはち駕に§き件にも及ぷ新関伸雄誌記  

事欄テレビ番組を挙げ、たきに引欄Lている∴他に‰、凋和明日記”や“支援者から鵜手蘭  

等頂 多数に渡る“輝からの視線”を奉戊働単に散牒ば励ている   

それは寺院の数えを絶対とする ∵温黎晋”とLての管長職眉磯凍磯雄適すだけではな宅、そ  

椚教えに棄潤する 隼批犯中の目”すなわち り働せ鳩椛磯線？1－岬－W－－ぺ秤相打柵一仰を提示することでち  

その数えぴ〕絶対性を高めようとする 痘慮布教戦略”にりながってもう宅〔 

そ離亮㌫ あか掛の、通称「赤い教藩」汎針め㌃か仁矧礫深い話にもつなが宣ていぺ   

くく赤い赦本〉はタダで持〆〕てちゃ摘ナな結∴本当は売るくも〉職じ畢ないけど云や㍉ 菜  

はく老朽化で〉滅びよう∈ヒ妄㌦ている。j だからギ戎ミい本港り首塾ブる者は〉千円献金だ。二若鵬ども  

でも太九でも。ここのお寺瑚観照職ために、雨漏りも風呂襲う水も、〈直すには〉百鳶昭㍑u二  

かかるから〔〕ニぴ〕寺は日本。人全体♂〕妄らのだから。これは〈今後はもう〉刷らない。刷ると  

数万芋＝かかるの〉だからね。くだから〉貸すのにあ〈お布施を〉取りな整いし。これは、血  

と涙で番いた婆）のだ。本当はくこういった檻済晴勤は〉創立者がやるぺきことではない」。  

弟子のBがやるペきことだ。管長がやっては「何だ？」となるね。  

肌脚69－   



また£－沸からの視線ヲ汐は、率ノへ＼の引用ばかりではなく、弟子の教佃二摘潤されていく。」   

ある軌私は且A△寺グ〕ことがよくわかるように”とち管長から雑誌記事のコピ1・－を賎㍍か渡  

されたど。それはユ那9年ユ月に馴ラされた“宗教家を取り上げたルポルター肌・ジュ”牽㌧∵宗教系雑  

誌の血寺にまつわる取材記事”で 、他汐）弟子と共に私ほそれらの記事を声に出して輪講してい  

った⊂。郎Lは血寺齢教義を理解と㌦ていく、ある穫の教化プログラムのようなもげ〕でもあったr，   

またそれは、純粋なるi右外から♂〕視線”を扱うばかりではなく、ときに管長自身が執筆Lた  

各革♂封絡託という形で硯れることもある。   

例えば③「礫七牽＆寺院跡級数「小林署の逃亡」銅“儀≠釣針弘”には、たった鶉膚でが  

「三月大臣！（。朝炉）ゴ3つとめを締敷にL、『〔‡う』の五終投地のところの詫啓会をLた。ノ1∫、瀬若㌃はま  

だ熟よよわいが指示登れたところを読みあげた。」という記述が見られ、、こういノブた内外の記事  

を使っての教化∴布教は、開山当初から行われていたことがうかがえるも昭一となて）ている。  

‘‘人生の執筆’†が果たしたもの   

このように見てむも宅と、そのÅにとってのi鳥丸生の親筆ラブが果たした役割とは、Åが生きて  

齢宅と㍍うこたに濱増動議高ずの多数の意味合いダ）うちの、2つの面をi嘉充窯させる窒）の苧ヲで  

あーつたことが見えてくる。）   

ひかつば帰日ら針坂町返るい伝え射けという 乙‘生の主張”であり‥ミ8、蜜ううぴ㌧と）○は、それによ  

って生計を営むと㌦り匂う ↓痘生命線蹄の禿筆撃 といえそうなものである。ぞ－してこれら2つば、どち  

ら壊男社会くとの関わ軒〉を抜きにしては成毒‘〕立たなむうものであることも見えてくる。   

目指が）嘩で関わJつて宅れた ′i㌧他都グが懲てからこその経験が‘‘自ら淀めたÅ生？ヲ さらには  

▲痛宗教思想”となり、また信じ友接してくれる 痘㌧他者”が居てからこそ血寺の慈j宗教活動”は成  

り立ち鴇 それが寺院運営たいう自分自身や弟常連の重点生命び）維持”にもつるこががこいったく 

その一風鼻ことって“先生の親筆”とは、そういった広い意味での鶴▲生きる堰”だった♂）ではな  

ニトニニ）∴ヾ卜‥ 七、吾∴よ町宇トミしJ二い  

おわりに   

「範たは解釈した㌦う」野中■遠、ぎけ，た文面にもみえてくるr 

ニの文牽で取を〕上げた“ぞの′Å”は、およ■資鮒年前に、朝鮮半島の北部に∴男たして生を受け、  

日本の霊星朗の鷺の寺院で、僧侶発散師という宗教家として、経日のように食事をするこよこで塗  

鈴を経絡しながら、宗教的共同体という家族と共に、暮らしている“Å”である。   

その先rはときに雑誌におむ㌔て「‾愛の行者」と称えられ、ときに学問において「在日コリアう  

鞘宗教」家とされる〔飯田望002〕こともある。そiノて，、この私も「在日コリアン僧侶」を求める  

中で、 その人と出会うことができた〔渡避2醐7〕（。   

ぃかL、当濃雄前のことだが、そのÅげ絹肴を問いていると、それはときに宗教家のそれとな  

り句 ときに男として牒一）それとなり、ときに朝鮮人とLてのそれとなったりする。  

■■丁（ト・・・   



そのÅは間じ二言き二場グ〕みに立ち続けて敷きているわけ1㌘はない。ノ，そんな無限の可能性を持つ  

“そのÅ”を、いくつかび〕語りから、いく㌦コかの衆憎から、いくっかの状況から、た〆〕たⅣ肌ぶっの  

i毒物♂｝見方”のみで捉えようとすることは、本当はおかしなことな（アう■で，はなかろうか。   

人音前は∵闇＝も選㍑宜濃凍”ともされた 忌γ狛］コリアン」た登れかÅ々”も、近年は働  

かば＝副職㈱紬〕釣ように‘‘悲劇的針鼠ガ畑すなわち“特紬視”を続けてい宅ことば“本来  

ほ「移民間凝が発端」であり、さらには時代ごとに教化Lでけ畑た ＝郡臥‡を憤蚤に議論L  

「未来」につなげ、廿在日」阻罵針鼠友釣「歴史」甑と転換」Lていくべきもの”であることに  

目を閉ぎさゼて？〆まう、「在巨一イテ『＝コギ㌦」として履い被せてま㌦まう馴巌につながって㌦笥でかて   

－●  

えられること嘗。〉増えてきた（ 

そういった視線が飛び交い始めた中ぞ、恕は“その人∵ を適七て射「在日コリアン僧服」運と  

いえそうな存在’ヲ と 嘉‘そダウ生き方サダ を笥 どのように揉えることがでゝきる仰酬小岬勅で重ない仙川血”W”のだ  

ろうか。登場溌滝雛臥たLておきた溝  

註  

ユ2潮開三7月現在伊）もげつ、）  

2図竃姿饗媛′含め包 朝鮮半掛率ぎ北統…卑∴級瓢軋ぬ甘鎗にちな鉦矧酢紳多か附けむ紆㌣い私  

3「ホきな閲濱凝＝粁硝摘粧㍊設約数む鷲サ針曾吸椚孝凋トバイオグラフ社稲∴M焼梢㍉てイルム   

アー㍉＝が離葉上幣陛界史隼演憺七鳩牒溌㌧「自分敷」に近い激浪を持つ剃認確かだが、什山方M㌘  

「宗教思敷一 についてが中心となる奉（瀞狛）グ欄在を替えるとち明確に史での率を「自分駁」   

として捉浸小メ藍．のは牽妻妾L魁㌔rノ   

ゆえにここ㌦㌘は、名臣こ済と慧で臥グ）塗逐プラ寒）諒；教腰、惣紆）形成も、弓空でがそ和人び〕誕生から現在まで 

においてなきれたことぅタ とみなLて「－鋸損瑚雛削 と雄踏糊て偽るこたにし結   

飢翫 二牒患鄭加M冊確聞㍗l絡”聖、登院ぶお再戌牒澗膵 ‘£鋭数夕浮 なと㌣‰乃「へ先度圭二の執攣月   

か軋なようなも椚たLて撲戊て骨濁n ∵掛汗たも附か話Lたも消炎で闇食べ遽摘抗沼㍑＝粋 ょ   

い㌣敵鼠紅ある軋思うし∴本当は軋削か齢鬱を銅だろケ。だが、こ㌃ぞはあえて分けるこ   

なく、‘怪聞戌漸増磐凍とⅥはうに魔照てきた開か一夕、りそげ）Åが何をf云えたか誓》たのか”が   

瑠洒磯風る紅紆∵狛一日紺摘凍湖服Lたか畑加須∴ 肇膵－とLやだは り若：葺述ブタ よりも御腎に及   

ぷ“記述ヲ声椚分所濁中ノ已′－とと〆たことも、「恥乳汁級数」か掛付けた敵機となっている。ぼ澤磯  

i‘釈迦の教えを膿めよ”との法牽首（潜ま嘉ン㌍牽バ 汐相磯巷や挙げているが％肇〝）では本家椚法牽一銅教後   

町∴文字を彗  後に自分で磯減圧戊溌げ用い一視産卵法名 宅磯瀾慄γ㍉乳軋るど記している。ち凍   

みに、ぞ什の記述によれば本来汐）法名が展墓ぬ寺ブタ げ）青野一椚阻楽のよノラである（ 

4庄）では貞‘釈迦の教ぇを広めよ”と瑚去牽∫（瀞鰍軋卜卵油楽を挙ぼているがち村澤服凋凋柑橘摘   

紆隊鰍椚十忠孝をぅ 後に自分で饗憾七た‰椚㈲＝魔惰漕噌潤ぃ慄慄津－）”であると記Lている 

ちなみに、その記述によれば奉米伊）法名がさよぬ寺”ダ）寺築きネ鞘妄言楽のようであるしノ（夏＼）でほ 嵐i釈  

て’t   



適職教えを広めよ舛た翻浅慮そ著雷名き犯南東優姿げてい透か㌦接伴闇藩凍描溜諸描媚ほ紹   

山一文字を淘性急二自浄で変更L〆たも卵が邑卓説在汐∋法名く著者掌墓タワヲ仰ごあると詑t－ノている。ノちなみ   

鼻二篭その記述をこよ教Lば黎粟の法名が為為ぬ葦や予約奪軍肌ぽ〕由凍のよへうである。  

5 腹掛㍑撒鰍削甘巧よ錮∴貌劉雛維磯瓢障滅相掛・pたとす㌦、宝きだろう。  

6 親父職酢敬針鏑に隊ば隔し肯いたとしりつ職 3隼程管降担た放と健椚関に盤選れ鳶∵ と㌃再読   

述るこほ矛騰があるが篭 ここでは。もあ鴬までも記述のままに従っておく。  

管当軌朝鮮半島に怯む先摺は「外地」∫と室山Pての区別はあ■つたものの「太更ヨネ帝国」の者ではあ   

暮′ヨ、家庭碁こある程度教職齢ある子弟芸濃箋 盲岬㌻肇蓬軋jぴ3高等教帝機関で勉強する潜もあっ漂二く。   

蔑産霧母親肇毒こなる夜臣ヨ呈既約男性ほ、田本ダ）√太陽を卒業モノ巨富ノ率Å女性と緒桑凱戦後鮎日本（神   

馴箋馴蔓疇那に窪み続妄すてきた。そ汐∋裟貌も巨富寒が）東学を卒業したそうで・・－ヰ孟親父が留学L   

ても′′も漂ニ鮒㌫削闘難か澗紛糾摘澱緋射∴ご㍍臓腑瀞鉛盤濃銅 摘錮磯恩  

露これ環瀾ほ摘また∴そ劇磯兼ぶおける彗そ鞘風教－㌔ぴ）解釈鳩柳ケj といえるだろう。  

針教練撃砕靡銅ず酢ザンもま差こもその時薫にお墓する解釈と洩えられるだろう。  

i紛i‡）ぞトは吏詳伝j職ようにある軋（芝）でほ乳呑み児の澄男工諷瓢はまだ両親汐∋開基こは誰‰盤まれ   

て覧もなかったことが詑登れてむもる。後に番か身もた資て椚掛プ3中でも、そげ∋先は自浄の誕数年   

を「臓紛乳」たLていること護咤すると㌔（二吏〕汐澗頭の記述ほ烏丸勘違いチアやも瓜聞き違いサタiヒもい   

えるも職な臍かもL藷′Lな‰も。   

M軋償項掛難路瀾叙事消紺撼悌鰍乃帽掴美鰍削く表狛き にも毎漁礁職開きが灘て   

も篭るこた淘 また緑努をから汐）脱線ダタ と弓も〆篭える新開祉などに応える寧齢墨こも開きがあることをみ   

ると恥骨職成廉廉膵凋威儀儲服濃特淘 ときに年齢針偽る必要があった紆かもし紆射畔   

あ愚弟－㌣がそ都丸ぷ幣匪たたこ量によ軋ば≠声経とパスポ小串釣閣では」6歳腰麿憫博労咽   

るたもち少昏。）ニ蒔ことは海 もし宅は当時職準柁幣紙資背景からすると％ 出産と同時には届出が   

組澄組敷かったかいか軒敵性紅示して．〆もるかも首㌦渚ゝLなももぢ。例えば鶏硯に茨城県に怯む海 将離   

射取掛釣ある倍率嵐男鰻澱瀾ほ揉㍍ 芸㌦；絹針緋針㌃か㌃下職兄弟鵜磯逓減拍∴－緒に届けられ   

濃こそうで▲海 業年齢と戸倉絡年齢亀こる豊3後程鞘塞があるともちう。。   

しか㍑正確な年齢は二野間でも句2竃灘7年現在、老‰鳥た‘怪聞戌∵は確腐に存在してい凱  

㍑ニ職部分闇淘若干郎蜘繁藤蕊が凝ら軋協和みである  

温翌「綿漆」たはぎM欄詔滞留鋸の絡で句視覚ほ「薬指約障害」と言わ身もる。   

フ畑∴訂掛率藤野ウぜ奪璃ザザノア』によれぼ㌻儀脳を綬う室田約行動に支障があることを指す」   

が句法終ぶ山の淀義は鍵‰温。ま寅三「精神遅滞」斬「鞠閲薄弱＿室 は「すべて職楽繋、昏転力が遅れ   

て㍍為既摘㌔と㌔「篭う印象を尊えるため」使用澄れな電なってし㌔るどつ   

触離触繭藤壷潤離油路都闇肝臓駅ぼ像舶那齢ぼ管摘髄鋼管も配5誓ノほ緋購鉦   

毯産は「藻盟約障害」と♭もう弼語 ぞ嫌え叢∋ も㌔ ぎ山賓」職濃寧を「がら㌔」とすることが行挽では   

川h一般メ㌢としつつあるが、当事者からは 4違呼称を変えるだけでは意味無L㌢撃 とむ篭う声もある   

∈望郷7さ遽倉望『寓京済聞』2わ漸「「障害者冊い鳩「障がも為者＿j 自治柊でじわり浸漁＿5）。  

一∴2一1・－   



また現在は、卜終の不自由な方」といった ト一方」という憶われ方も【－Mヴ紋服しつつある釘1  

1ニヨ「ほ藍藍逸塾墓」という 塁㍊括り方”は①でも使われるが、②では、、より具体的に、つまり血寺院   

建立の動機になる“弱磯1灘瀦憫害者）との出会い”に重点を置いたものとな一つている‘。  

i4こういった帯の文章ほ、出版社という‘㌧他者”によるl攣職域職域農ぷ対する解釈”1恥 すなわ   

ち“外からげ〕視線”ともし1もえるだろう。  

L5「信仰「‡とは“生活を教えと結びつけたもの”でほないか。，例えば日寒仏教における寺院  

（僧侶）グ）太古宗教活動”は、同時に無理なく“生業活動”ともな〆つているのではなかるうかこ〕  

16ゆえに、こ牒拍釦封釦甘率（そ鍔埴詳摘が書いたもの）とは遠♭ゝ、そのノ鬼げ∋ 巣A語りブタ に対L、   

編集社という馳磯雄視線句 つま軒夕 闇三相う で触れた“外か痘jの視線ウきが加わった痘〕ぴうとなる 

17ある施設にて、「花が笑て）ているよ▼1と策〆′）た障害者が、益iこの花を婆）つと大きくしてあげる   

んだ”と箋に手を伸ばL引き抜こうとL′たグ）を∴▲披いては死んでし〆まうよyタ と、その人はあ   

わてて止めたのだという。。その先は花にも笑顔があるものかキー■と、私たちとは適う感性で世   

界を見ていたÅ適ダラ存在に感執すると同時に、その一㌦方で 暴追引き弼吊惑デすんだ”という誤った   

発想をしてLまう彼らに、“神聖き”と同時に A貞L教育ヲぎ ♂）メ戌も賓を感じたのだと♭旬う。  

18新興宗教などで両方の教えを融合Lたようなもぴ）では、僧侶刃徽師とはまた違う敗亡肇独特の   

立場を置くものもあると思われるし、また僧侶から取締の立場に移曾己一言瀾＝紛剛掘朗 も虜   

掛酢∴鼻僧侶競牧師”と両方♂）立場であろうとする尤はそういないように思われる∫－）  

19これは常にもl∈本文より）＿j として抜粋さ針迂′ている 

別注龍雄昭瀾勝代磯用鳶甘平凡な時針過ごした蹴親許絆泰 ‖牒摘揉衆」）の体験談とL〆て饗場   

するが、この癒〕では「屈巌毀一観望二こ底息盤應豪放此奴塑」とあり、それ以前の率を   

読まない限りほ彗 賂鵜関係を結んだÅであることがわからな汗数述トかっ㌣い駁   

これは、堰†でほ韓国げ絹肯寮の ふ左膝放談ヲ芦 に登演が濃かれているからノとも取れるが1、剛時に   

経‘自分の先生は赤裸々もこほ綴らな㌦ち矛ヲ と♭㌔う意識〔江刺199確〕に姦℃ざいでいる‾紺能怯もある〔。  

2皇帝に「【馳藍」、「‾三太恩恵鼠こ盈藍盈鼠。」、「鼠此奴透L¶jはも③にて   

帽潤健 一㌔ヤ街の先生【、毒、「▼解五孝 志駆込ま先をめぎす」で轍洋弓Lたものを、当時の文章その   

ままに掲載した婆）のである‘－）  

22現在もn、不覚期写芭紆の手番きこ。ユーーガレダー現粥障㌔ こ慨蘭僧日誌シリーズほ続いている。】  

23繚阻弧熱線甘漁への移転計画闇胤研摩硯賽斎三では立ち消えてしま一つた。人生は一筋窺通りには進ま   

ぬものだが、い1〆コかゴ鞘u昌を書こうと判重言の朝鮮族自治区ヤ故郷を訪ねる粁沌繰り返してい   

る現在、将来どこかで†が刊行され、⑥までが）ノÅ生が（立ち消えとなった計画も含めて）象貞ど   

のように振り返られるのか”を、私ば今から楽しみにしている。  

2童 す‾ぉぉよや」としたのは、（おへ－⑥の閣僚ほ若干の年代や年齢の東レが見られ、ゆえに記述の   

皿㌦部は、6冊のうち澱‰妥当性の高いと思われるもげ〕を取り上げたためである。  

25もちろん、純粋に自分の先生を振り返ってみようという意識（情熱）が鋸掛率蔑も騒かった   

職は段初椚作虜∵篭－）ヨサ ではなかろうか。，  

一丁二二ト   



それ以降は、ぼ鳩首評判を呼式ノだことがく例えばまi外からの視線”に注潤すると、①出版の∠呈   

ケ月線にミズヤ仙川サ職リス紅の観相を受けてしらることがわかるゆ…j、△書経立という太きな流れに   

つながり、股間から注巨貢 ぎ期待）きれる準で、加筆修正が多♭も〔卦以降の寒が親筆されていっ   

た ㌃すなわち ㌧狂乱’とLて綴る面が強まっても′、った…）といえるかもしれない トノ馴呂兼   

敏終碓はしての信櫛は、蓬．〕と同様に迫‘情熱夕訝の画が帯び強まったともいえるかもしれなむ’ゝが）。  

26本丸が「私は約緒するために審♭亀て‰もる」と自覚Lつつ番も為ていたかどうかは別とLて。  

認7 く衆3訪を温ると、く二刀援）では「思想」が綴られる尊か節が少ない く081）制二対し、（豹搭）で   

ほ極端に増えてしうる（2アi詔5）のがわかる（ちなみに、信櫛は蕉）②とは遠い、経験モA㌦Z）   

と 巨獣惣」銅パ牒ン牒がく7パ潮＋か採たれている糀がみてとれる）。  

撼こ鉦献か凋鍾癒1てに当てはまるか滅しれ憺㈲㌧∵魁鋸惹阻に例えられる”というが＼そ慨怯   

も例外ではなく、業際に転々とL7た居住地彗⊃、俗Åから僧侶〝牧師へと』もう仕事げ）変遷を、  

「放浪」登らには「求道rj という言葉で、普段から蒙現しても㌔る。  

望9ぞして、払 その数えは≠ 尊－こ椚腰間に‰現在進行形で構築替れていっていることだろう。  

3蒔このり藍尊を書式′ 蔓象観きヲ はり匂 こう㌦もで∋た記述や‡…年譜」作成によって、‘iそのノ先”のプライバシ   

油に確窯に触れてLまって覧㌔る朔かもしれならち丈。更ノかし、蓬ト（むまで汐）本は全て同じ著者名   

く法牽蔓ラ で「出版iされたものであるく〕もLも興味を持ち、塗てに冒を通したならば、誰しも   

が容易にそ和事采に観相し七てL／まJうも坑〉であり、その先生についての記述は、どこから党が   

機寒くとなるのか、あまをブにも曖昧で悩んでLまう。ゆえに苦肉の策として（読むÅが読めば   

孝塁るの妄豊穣賽だが）泡 軌範を基本とLた。これはまた篭〔渡濾2むむ7〕を番竃際に、そのぬから   

ふLらあ】るÅ伊あるお寺と験せておきなさ篭㌔㌔タラ た露われたことに奪う依ってもー象るn  

封額磨りたとも言鉢酢紆狛拭汎  

32諾煤き7年鎧困検索規定 く見落としもあるかもじれなも′包が…サノラ。 

㍊ 〉隠観柁埋による 射バンド結成冊 と㍍う企蘭闇句 貰 や肘職管長が都ち班Lている“盈溝職儀   

方 右隣害者に対頂鵬る視線）チタ に、ある穫の凝議を唱えたもの…・とも言えるかもしれな㌦篭。管長   

が再びトぬ寄島二戻ったⅣ体制をこなると笥 黒洛妄執を経絡Lて藩ダニ学僧は争覧理を棒針プた。それは管   

凝と代理鞘間でら丘鼠解職碓違”（管長；どちらかといえぼ堅なる存在とも㌔う対象ヅ 代理：基‘攣   

な愚衿沙償9ヤ を超えて互も濾尊登Lあう見方∋ が生じたことが切っ掛け鞘ようである。 

錮こ甑は 町乱射か㍑媚纏臓瀾㍗ も浮き彫町㌃い㍑溌膵摘賊Lれを粧  

35そ艶は③の「常＿」からもうかがえる。  

3転㌻“貰蓬㌘∈憾ノ鋸＿」の日記などには、ゝ∈註3詔い㌘触れた“見解の欄還管サによ→○て生じたi沌痛惜のパ   

ン盲、ご降板汐学 を惜しむ例えば下げはうな £溺ブタが若干見られる。  

貞一サぼ鴬の東経きなブギン署㌔燈盲◎、清僧さん椚活動が与ヂ？？椚ようです。ライブハウスで叫ぷ  

清潤さん、自分で猪し篭た絵をうれL′そうに次々、と見せて宅れる清傾きん、血寺の気持ち♭も  

い風。◎◎の空窺や痛惜さんの絵は「あ。いい淀濃揉」かいか扱けた感じ点線も、染透て  

、丁・ト   



りゃ痩身おこるつらいこと婆）勺 こんがむをきがることなか㌔∋たんだなあとし。晴憎登んに感じさ  

せて蜜月踪〕㌔√○た「あ伊）感じ～iを東湖銅ニLよう（髄腿隕酬滑＝ ＝射 凄溜憾芳   

死に（Fぎ婁33）にて、代熟考恵も尊敬なる》ゃぎ’禁濠畑凝えズ：一員障済番組”鋸奉っていたとしたが淘 こう転句   

詔∵憫麿暑か捌調附ば伊㍑障職計軒銅一腰いて、靭か太匿葦Y巨をことを感己二耽った声タ という   

離錮㌔パ討榊閥澗僻鰍酬離腔澗磯斬闘闘成代紗那雛溝鼠引出㍑∴徽勘符牒嗜   

郵貯∵とした“どちらか凄い成鳥臓鍼鍼＝糾む㌦∵hノ檻粗銅鉦隠密各観”は、根寒的な部層   

別れ藩沈て酢掛離組欄摘欄しれな頼パ紺∴ ㍗緋雛摘憫∵ と ㌔舶用鰻牒対鄭∵机ゾ   

ように形は，撼濾刀と尋）ち 結尾太衰運妄なもこと声汀 r教戒）をでヱきえび；めるという慮ではぅ と㌢らら浸潤ダラ中に   

粧巨酬瀞雛㌍摘逐酬「㍍摘慄牒㌣轟緑井戊針錮約湖凍帖   

、－                                   －  －－－       、   

漁猟緋軌パ鄭鰍絆鯨∴鎗実数旬腎臓オりがサ沸償嘲潤彗盈凋曙哺溝璃ほ漕潤わて万場  

誠これは、先は暑い凄一針鍼鋸約沌叛ぺるめ㌣鰍郡糾摘往昔登遵馴鉦㍗ とル巧£とに∴  

、               －                                                                                              ●  
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錦鷺酎計h－一息996断じぷんシこの不思議な存在』講談社  

。渡漁徳子2007「私は誰∫～仙ある寺院発酵道院にて与えられた章二場の中で－」『歴史民俗資料学  

研究』12 神奈川太学東学院歴史民俗資料学研究科  

㍉虹七．ラングネスブ ㌫．プランタユ993『ライブビストリ仙研究入門一法記へ＼のÅ類学的アプロ仙…  

チ…』米山硬直サ バ、林多寿子（訳）ミネルヴァ審房  

玄鮪宗鼠 瀞  

野恕喪霧濱ゐだっ管悩ゐ滞る』   

誰もが「催狸」に数まれ落ち、ある程度  

の嵐に達してから、親ダ〕導せなどを背負い、  

ある机は願いを託捲れぺ1凄橘」し、誕生  

する齢が、アジア攫牒＝誹凋ほ減り に沌が  

る仏教僧ヘダラ成り方である。しかし、アジ  

ア職東緋に位置する日本仏教の場合、それ  

とは異なった成姦）為“－㌍ある場合が多♭も。一 明  

治親に僧侶爪・獅素滞が認めら軋たこたを嚢  

機に、蔑ノヂと三の盲ニヨ寒の僧侶の多くは、劉簑三に  

敷慧れ落ち、限がて住持職に就き、ときに  

太寺院げ）法務員る：ども務める傍らで、自ら  

ま∴i・～し誉〉一 ‖ 三；∴’：i室二．‥．ヒ∴：i二・∴∴∴∴、；J  

ちろん、俗書虻に生まれ出家し僧侶となるÅ、  

主∴ム．ニ㌻   

アジア股界に．おも㌢る仏教者院 卜爵らには  

牽れを覚える社会う に磯∴除数に交わる必  

要がな㌔も仕組みが築か渚もており，∴出家Lた  

僑爛は成∴ 凝椚翫伊悩みにほ惑わきれるこ  

とな宅、仏道を掩獲できる環境が与えられ  

でし′もる。。〝・方も 忌も－一†家プラヨ三” であること尊）ノ多  

♭う日本て仏教の憎偶には、俗世とは決して′切  

わ離すことができない悩みがおのずと絆せ  

られてくる 

その卦撃者であ姦ブ作家活動も手掛ける京  

橋宗免維によてコて、ありダ）ままの本音が提  

示きれている£苺が本書である（。   

住持俄に就くノ虹軒針紆貌とLた『月刊傍  

聴』が改逢された『寺門興隆』r興山舎）に  

達哉きれた「そ喀）さん 玄摘和尚の説教部  

鼠－i拍抽射上欄晰軋封 右∴∴加筆憫厄が施され  

ぎ計数の薔棚に巨ヨの目を見た。   

ここには旬 俗世と出家の問で揺れ動く日  

本食因の僧侶たちぴ〕悩みが寄せられている。   

全部で27の質問 潮謙う を、く第 一撃〉お  

葬式とお濠。く第二章〉 お布施♂〕値段ゆ  

く第三寮〉現代社会♂招こと紀伊雛q牽くお寺  

の本当の役割） 〈窮まi二穀〉伝統と習慣を  

鼠濱す掛 くて）第六壁〉お寺ぴ）後継者と檀家  

サ汐〃に分身ナて載せてゝ一Yもるし。   

具体的な悩みをいくつか挙げると「澄最近  

の遺影は派手すぎるのでほ云ヂ」＆「お布施  

はいただくのに、寄付をするのが嫌いなげ）  

は悪いこと‘ア【」嘲「手際帯電話を手放す椚が  

不安でたまらないのですが、病気でしょう  

か？岬j 「お寺はなぜ太きいのもヂ線描費‰  

掃除の労力寒J、無駄にかかるのでは？」  

盲叫ぉをに滋味F、言があって確）よいか‘ア．j や「娘  

が住職を継室拾と芸ぎ㌦ブているが、∴女性住職な  

ど初めてでとまど1〕ている」や「佳魔聞蘭  

敬をブ息ラダヰが茶髪（｝ ど一ういきめるペきか？」  

…など照噛腐睾瀾藩がぅ鮭べられて㌔㌦る。 

これらげ）′ぎ試みの本質は、、小♪鍛家庭 ト一般  

人う に於けるぞ・れとほとんど変わらな♭篭。  

違う汐3は、ここで悩める一札たちが㌔ 出家L  

た僧侶であをプ 、その藩や羞であを〕1、チビも  

たらであるということである。。ニグ〕Åたち  

は俗世と変わらぬ家庭生活を営みつつ、同  

時に‰、かに聖職者という壁き方を袈裟菜でき  

るか ∈あ逐㍑沈摘錮鋸烏甘えるかう と∴ 巨＝  

摸索している。   

秘書から旬 日率払磯牒「お坊さん＿仁和強  

みほ、俗世の悩みを当事者として理解し1ゝ  

仏教の知恵に照らし合わせつつ、寄書ブ涼う  

ことができることにあるのでほないかと思  

えてくる。〕  ∈渡邁徳子）  

278頁 文教春秋 2撲滅隼7月刊  

・－一一一7tう、   
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腰細軌雛速射牒摘磯雄組都路離職扮‖ニ同㍑f）「思掴管馴考創り瀾り漉げた7’思想”を述〆墓てむ鳩部分を蒸す。）  
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